
市

民

と

国

家

の

媒

介

「

国

民

」

形

成

の

一

側

面

-

小

川

清

次
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は
じ

め

に

本

論

考

の
目

的

は

、

へ
ー

ゲ

ル

「
法

哲

学

」

に

於

て
市

民

(
口口
貯
α。
。
こ

が
公

民

(
。牌
o
饗

昌
)
へ
と

形
成

さ

れ

る
過
程

を

明
ら

か

に

す

る
こ
と

で
あ

る
。
へ
ー
ゲ

ル
国
家
論

は
理
念

の
分

裂
態

が
統

一
さ

れ
た
も

の
と

し

て
論

じ
ら

れ

て

い
る
が

、
そ

の
中

で
捉
え

ら

れ
て

い

る
諸

個

人
は
、
そ

の
特
殊

的
な

生
を

送
る

と
共

に
、
普
遍

的

な
も

の

に
捧
げ

ら

れ
た
生
を

も
送

る
も

の
で
あ

る
と

さ

れ
る
。
斯

か

る
生
を

送
り

得

る
諸
個

人

が
、
へ
ー

ゲ

ル
に
於

て
は
公

民
と

規

定
さ

れ

る
。

そ

こ
で
、
ヘ
ー
ゲ

ル
は

公
民
と

し

て

の
諸
個

人
を

国
家

と
如

何
な

る

仕
方

で
結

び

付
け

て
い
る

の
か
、
と

い
う

こ
と
が

以

下

の
考

察

の
中

心

課
題

と

な

る
。

考

察

の
対

象

は
、

へ
ー
ゲ

ル

「
法
哲

学

」
の

「
ポ

リ

ツ

ァ
イ
と

コ

ル
ポ

ラ

ツ

ィ
オ
ー

ン
」
論

、
そ

し

て
、
「
執

行
権

」
論

で

あ
り

、
就

中

、
市

民

社
会

に
於

る

「
自

治
行

政
」

と

国
家

に

よ

る
そ

れ

へ
の

「
統

治

」
1

市

民
と

国

家
と

の
媒

介
1

で
あ

る

。

ヘ
ー

ゲ

ル
国
家

論

を

こ

の
媒

介

過
程

に
焦

点
を
当

て
て
考
察

す

る
為

に
は
、
何

よ
り

も

先

ず
代

議

制

が
、
従

っ
て
、
立
法

権

が
取
り

扱

わ

れ
ね

ば

な
ら

な

い

で
あ

ろ
う

。
ま

た
、
「
自

治

行
政

」
を
論

ず

る

に
際

し

て
は

、
中
央

行

政

乃
至

は
官

僚

制
を

も
視

野

に
入

れ

る
必
要

が

あ

る
。
さ
ら

に
、

特

殊
と

普
遍

と

の
媒
介

と

い
う
面

か

ら
す

れ
ば
、
意
志

論

を
主

題
と



し
た
論

考
も
為

さ
れ
る

べ
き

で
あ

る
。
論
者

が
其
等

に
焦
点

を
当

て

ず

に
執
行

権
を

対
象

と
し

て
選

び
、
か

つ
ま
た

、
意

志
論

を

主
題

と

し

て

い
な

い
の
は
、
こ

の
考

察

が
、
十

九

世
紀

初
頭

の
政

治
史

的

情

況

の
中

で
、
特

に

「
国
民

」
の
形
成

を

目
的

に
し

て
為

さ

れ
た

シ

ュ

タ

イ

ン
の
改
革

の
、
所
謂

都
市

自
治

法
を

念
頭

に
置

い
て
為

さ
れ
、

こ
の
都

市
自
治
法
を

通
し

て

へ
ー
ゲ

ル
に
於

る
市

民
と

国
家
と

の
媒

介
を

理
解

し

よ
う
と

試

み

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

へ
ー
ゲ

ル

の
議

論

に
踏

み
込

む
前

に
、
十
九

世

紀
初

頭

の
「
ド
イ

ツ
」
に
顕

在
化

し
た

国
家

と
諸

個

人
と

の
乖
離

状
態

を

概
観

す

る

。

そ
う
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
家

の
中

に
位

置
付

け

ら
れ

る
公

民

の

問

題
が

、
単

に

ヘ
ー
ゲ

ル

に
見
出

せ
る

問
題

で
あ

る

の
み

な

ら
ず

、

当
時

の

「
ド

イ

ツ
」

に
共
通

し
た
問

題
で
あ
り
、
そ
し

て
、
所

謂

三

月
前

期

(<
o
「
巳
響
N
)
と
云
う

政

治
情

況

に
ま

で
視

野
を

広
げ

る
な

ら

、
民

族

・
国

民

(<
o
涛

・
Z
巴
8
)
の
問
題

に
も

関
わ

る
事

柄

で
あ

る
こ
と

が
明

ら
か

に
な

る

の
で
あ

る
。
こ

の
後

者

も
ま

た

、
ヘ
ー

ゲ

ル
国
家

論
お

よ
び

へ
ー
ゲ

ル
哲
学
全

体
を
考

察
す

る
に
際

し
て

は
大

き

な
問

題
と

な
る

こ
と

は
言
う

ま

で
も

な
か

ろ
う

。
た

だ

し
、
こ
の

問

題

そ

の
も

の
は

本
論
考

の
範

囲

外

に
属
す

る

。

一

「
ド
イ

ツ
的

自

由
」

と

「
統

一
」
国

家

の
建

設

へ
ー
ゲ

ル
は
所

謂

『
ド

イ

ツ
憲
法

論
』
の
中

で
、
往
時

の

「
ド

イ

ツ
人
」
が

「
ド

イ

ツ
的
自

由

」
を

謳

歌

し

て
国
家

権
力

の
許

へ
従
う

こ
と

は
せ

ず
、
彼

等

に
は
、
自

分
達

が

何
れ

か

の
国
家

に
帰
属

し

た

国

民

で
あ

っ
て
そ

の
国
家

権
力

の
許

に
服

属
し

て

い
る

の
だ
と

い
う

　

　
り

意

識

が
無

か

っ
た

、
と

い
う

こ
と

を
述

べ
て

い
る
。
「
ド

イ

ツ
的
自

由

」
と

は
、

「
ド

イ

ツ
国
民

の
神

聖

ロ
ー

マ
帝
国

」
を
構

成

し

、
帝

国

議

会

に
出

席

す

る
権

利

を

有

す

る
帝

国

等
族

(閃
。
8
げ
。。
。。
鼠
昌
O
。
)

が
、

皇
帝

に
対

し

て
特
権

や
権

利

(
其

々

の
領
邦

を
支

配

す

る

権

利

)
を

有

し

、
帝
国

に
対

し

て
独
立

性

を
確

保

し

て

い
る
状
態

を

云

う

。
こ

の
思

想

は

一
八
〇

六
年

に
同
帝

国
が
消

滅
す

る
ま

で
維

持

さ

　ア

ロ　

れ
続

け

、
ま

た
、

一
般

的

感
情

に
も

浸
透

し

て
お
り

、
十

八

世
紀

に

至

っ
て
も

、
「
ド

イ

ツ
」
の
地

の
住
民

に
と

つ
て
祖

国

(<
讐
。
円冨
巳

)

と

は
各

自

の
属
す

る
領

邦

(ピ
9
巳

)
を

意
味

す

る

に
過
ぎ

ず

、
自

分

の
住

む

地
域

以

外

の
他

の

地
域

は
外

国

(〉
話

一き

e

と

見
倣

さ

れ

て
、
「
ド
イ

ツ
」
全

土

を
対

象

と

し

て
こ

れ
を
愛

す

る
、
所
謂

愛

国

つ
ニ

心
と

い
う

も

の
は
殆

ど
知

ら

れ

て

い
な

か

つ
た
と

云
わ

れ

る
。
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十
九

世
紀

初
頭

の

「
ド
イ

ツ
」
で
は

フ

ラ
ン

ス
に
よ

る
占

領

や
直

接

・
間
接

の
支

配
を

き

っ
か

け
と

し

て
、
曾

て
三

百
有

余
存

在

し

た

帝

国
等

族

の
内

、
小
規

模

の
貴

族

・
騎
士

・
都

市
領

や
教
会

領

が
陪

臣

化

(ζ
。
a
9
昌
。。
一。
把
昌
oq
)
や
世
俗

化

(ω
鮮
巳
巴

。。
巴

o
ε

に

よ

っ
て
中

小

諸

国
家

に
併

合
さ

れ
、
ド
イ

ツ
連

邦

(∪
。三
。・
o
『
2

団
日
乙
)
が
形

づ

く

ら

れ
、
ま

た
神

聖

ロ
ー

マ
帝

国
も

消
滅

し
た
。

ド
イ

ツ
連

邦

は

、

三
十

五
の
領

邦
国
家

と
四

つ
の
自
由
都
市

と

に
よ

っ
て
構

成

さ
れ

て

い
た

が
、
其

等

の
何

れ

の
国
家

も
、
自

国
領

と

し

て
新

た

に
編

入

さ　ヨ

れ

た
諸
地

域
を

纏
め

て
、
コ

つ
の
国
家

を
建

設
す

る
と

い
う

課

題
」

を

背
負

う

こ
と

に
な

る
。

そ

し
て
、

フ
ラ

ン
ス

に
よ

る
支

配

下

に

あ

っ
た

「
ド
イ

ツ
」
人

の
意

識
も

政

治
化

し

て
行

く

の
で
あ

る
。

「
ド

イ

ツ
的
自
由

」
に
由

来
す

る

国
家
と

諸
個

人

と

の
乖

離
状

態

が
、
フ
ラ

ン
ス
と

の
戦
争

に
敗

れ
た

一
因

で
あ

る

こ
と

を
認

識

し
、

国

民

の
精

神
的

力
を

覚
醒

し

て
、
全
体

の
為

に
奉

仕
す

る
意

識
を

呼

び

覚

ま
す

、
と

い
う

目
的

を
持

つ
て
行
な

わ

れ
た

の
が

、

一
八
〇
七

年

に

始
ま

る
プ

ロ
イ

セ

ン
の
改
革

(
シ

ュ
タ
イ

ン

・
ハ
ル

デ

ン
ベ

ル

　　
　

ク

の
改

革

)
で
あ

る

。
ド

イ

ツ

の
他

の
諸

国
が

、
そ

の
統

一
を
図

る

為

に
、
全

て
を

上
か

ら
命
令

す

る

フ
ラ

ン
ス
式

の
中

央
集

権

制
を
導

　　
　

入

し

て

い
た

の
と

は
対
照
的

に
、
こ
の
改

革

で
は
自

治

制

が
導
入

さ

れ
た

。
こ
の
改

革

に

は
、
国
家

官
庁

組
織

の
改
革

、
国
家

の
中

で

の

個

人

の
諸

力

の
解

放
、
そ

し

て
、
国
家

と
個

人

の
結

合
、
と

い
う

三

　セ
　

つ
の
課

題
が
負

わ

さ

れ

て

い
た

が
、
シ

ュ
タ

イ

ン
が

一
八
○
八
年

に

実

現

し
た
都

市
自

治

法

(
「
プ

ロ
イ

セ
ン
王

国
市

制
」
)
は
、
そ

の
第

三

の
課

題

に
応
え

る

べ
く
、
各
都

市

に
自

治

制
を

導

入
し

た
。
都

市

自
治

法

の
前
文

に
は
、
自
治

制

に
よ

っ
て
都
市

市
民

に
政
治

参
加

の

道
を

開

き
、
且

つ
、
市
民

に

「
公

共
心

(O
。
昌
。
ヨ
巴
旨

)」
を

養
う

為

に
、

こ

の

市

制

が

「
共

同

組

織

の

行

政

(
<
自

≦
巴

ε

昌
o。

自
o
「

O
。
旨
o
貯
≦
。
器
巳

へ
有

効

に
参

加

さ

せ

る
こ
と

、
そ

し

て
、
行
政

に

参
加

す

る

こ
と

に

よ
り
」
、
市
民

階

層

に

「
公

共
心

を
喚

起

し
、
且

つ
維
持

す

る
」
と

い
う

目
的
を

持

つ
も

の
で
あ

る
旨
が

述

べ
ら

れ

て

　　
り

い
る

の
で
あ

る
。

「
ド
イ

ツ
」

諸

国
家

が

改

革

の
時
代

に
入

っ
て

い
た

こ

の
時

期

、

へ
ー
ゲ

ル
は

一
八

一
七
年

に
、
故

国
ヴ

ュ
ル
テ

ン
ベ

ル
ク

で
開
催

さ

れ

て

い
た
憲

法

制

定
会

議

議
事

録

を

分
析

・
批

評

し
た

論
文

の
中

で
、

代

議

制

(
【
o
喝
益
。。
o
昌
3
二
く
o

<
窪
冨

ω
ω
⊆
昌
じ。
)
を

備

え

た

憲

法

(<
。
亀
舘
。・5

。。
)
の
制

定
を

、

「
我

々
が
、

我

々

の
時

代

に
於

て
そ

の

成
立

す

る

の
を
観

た

、
…

ド

イ

ツ
君
主

制

を
完

成

せ
ん

と
す

る

ハル
　

事

業

」
で
あ

る
と

述

べ
て

い
る

。
ヘ
ー
ゲ

ル
は

、
同

年

の
冬

学
期

に
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(
ハ
イ

デ

ル
ベ

ル
ク
大
学

に
於

て
)
「
自
然

法

と
国

家
学

」
と
題

し

た

講
義

を
始

め
、

(
ベ

ル
リ

ン
大

学

に
移

っ
た

V
翌
年

と

翌

々
年

に
も

同
じ

題

目

の
講
義

を

行
な

つ
た
後
、

一
八

二
〇

年
暮

れ

に

は

『
法

の

哲
学
』
を
出

版

し
て

い
る
。
即

ち

、
へ
ー

ゲ

ル
は
、
彼

に

と

っ
て
の

現
代

に
於

て
正

に
立

憲
君
主

制
諸
国
家

が
建
設

さ
れ

よ
う
と

し

て

い

る
時

期

に
、
こ
れ
ら
講
義

や
著
作

の
中
で
、
自

ら

の
概

念

把
握

し

た

国
家

の
理
念

を
立
憲

君
主

制
国
家

論
と

し

て
展

開
し

て
お

り
、
し
か

も
、
そ

の
国
家

論
を
大

学

の
聴
講

者

に
講

義
す

る

の

み
な

ら
ず

、
出

版

を

通

じ

て
公
表

し

て
も

い
る

の
で
あ

る
。
こ
れ
ら

「
法

哲

学
」
の

中

で
、
ヘ
ー
ゲ

ル
は

国
家

と
、
こ
れ

を
構

成
し

そ

の
活
動

を

支

え

る

諸

個
人

と

の
関
わ
り
方

を
如

何

な

る
も

の
と

し

て
捉
え

、
そ
れ

を
1

伝

統
的

な

「
ド
イ

ツ
的
自

由

」

の
深

く
浸

透

し

て

い
る

「
ド
イ

ツ

人
」

に
向

け

て
1
伝

え

よ
う

と
し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う

か
?

二

「
市

民
」

と

「
公

民
」
1

市
民

の

「
陶
冶

」
1

諸

個

人
と

国
家

と

の
乖

離
状

態

は
、

へ
ー
ゲ

ル

に
於

て

、

そ

の

「
市
民

」
の
規
定

そ

の
も

の
に
、
そ
し

て
ま

た
、
「
市

民
」
と

「
公

民
」

と

の
対

置

に
、
端

的

に
表

れ

て

い
る
。
へ
ー
ゲ

ル
は
、
市

民

を

「
自

　
　
じ

　

分

自
身

の
利
益

を

目
的

と
す

る
私
的

人
格

」
と

規

定
す

る

。
市

民
と

は

、
所
有

の
権

利
能
力

(即
o
o
巨
。。h聾

⑰。寄

ε

を

遂

行

し

て
所

有

権
を

実

現
す

る
者
と

し

て

の
人
格

で
あ
り

、
所
有

物
を

獲
得

し

て
自

分

の

特
殊

な
利

己
的

目
的
を
実

現
す

る

こ
と
に
専

ら
関
心
を
抱

く
者

を
云

う

が
、
か

か
る

市

民
は

普
遍

的

な
も

の
、
つ
ま

り

、
経
済

法

則

や
法

律
等

を
自

分
達

の
目
的

を
実

現
す

る
為

の
手

段
と

見
倣

す

。
へ
ー
ゲ

ル
は
、
こ

の
市

民

に
、
普

遍

を

目
的

と

し

て
活

動
す

る
公
民

を

対
置

す

る
。

へ
:
ゲ

ル

に
よ

る
と

、
公

民

は

「
公
的

生

(匿

。。
窪
h
o昌
島
o
匿
o

ピ
。
げ
o
β
)」
を

生
き

る

の
で
あ

っ
て
、

こ

の
生

に
あ

っ
て
は

、
「
普

遍

者

の
内

に
於

る

、
普

遍

者

の
為

の
生
が

目
的

で
あ
り

、
・
:

個

人

ド

コ

リ

は
普

遍

的
生

の
為

に
公
的

人

格

の
有
り

様

で
存

在
す

る
」
。
へ
ー
ゲ

ル
が
、
普

遍
的

な

「
公

的
生

」
と

い
う

こ
と

で
、
「
国

家
」
的

生

を

念
頭

に
置

い
て

い
る
と

い
う

こ
と

は
、
市
民

と
公

民
と

の
対
置

が
端

的

に
次

の
よ
う

に
表

現

さ
れ

て

い
る

こ
と

か
ら

、
明

ら

か
と

な

る

。

即
ち

、
市

民

と

は

「
そ

の
欲

求

の
満

足
を

顧
慮

し

た
、
或

る
共

同
体

(
O
。
B
9
巳

。
)
内

で

の
個

人

の
関

係

で
あ
り

、
如

何

な

る
政

治
的

関

係

(喝
o
嵩
冴
o
け
o
しu
o
N
δ
『
ロ
ロ
じ。
)
を

も
有

さ
な

い
。
公

民

に

し

て
初

め

て

　
マ
ニ

　

こ

の
関

係
を
有

す

る
」
。
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へ
ー

ゲ

ル
に
於

て

こ

の
様

に
対
置

さ

れ

る
市

民
と

公

民

と

の
差

異

と

は
、
差

し
当

り

、
前
者

が
自

己
自

身

の
欲

求
充

足

に

の

み
関
心

を
持

ち
、
そ

れ
を
満

足
す

る
為

の
経
済

的
活
動

に
勤

し

む
個

人

で
あ

り

、
こ
れ

に
対

し

て
後

者

は
、
欲

求
充

足

の
為

の
活

動
を

行

な

い
つ

つ
、
そ

れ
と

は
別

に
、
普
遍

的

国
家

的
な
事

柄

に
も

関

心
を

持

っ
て

お
り

、
こ
れ
を

自
ら

の
問
題

と

し
て
そ

の
実
現

に
参

与

す

る
個
人

で

　
ニ

ニ
　

あ

る

、
と

言

い
得
る
。

特

殊
性

た

る
市

民

と
普

遍
性

と

の
連

関

で
、

先
ず

想
起

さ
れ

る

の
は

、
市

民
社

会

に
於

る
陶

冶

(bコ
ま

琶

o。
)
で
あ

る

。
市

民

は

}
方

で
、

所
有

の
権

利
能

力

の
遂
行
主

体

で
あ

る

と

同
時

に
、
他

方

で

は

、
道
徳

的
主

体

で
も

あ

る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
の
議

論
に

沿

っ
て
市
民

が

普

遍
性

を
獲
得

す

る
過
程

を
概

観
す

る
と
、
市

民

は
人

格
性

と

し

て

の
自

己

を
思
惟

の
対
象

と
す

る

仕
方

で
自

己
自

身

と
関

係
し

、
自

己

を

規

定
す

る
。
そ
し

て
ま

た
、
こ

の
主

体

は
、
自

分

自
身

の
内

に
見

出

せ

る
内

容
を

自

ら
に
と

っ
て
普

遍
妥

当
的

で
あ

る
と

承
認

す

る
、

と

い
う

主

体
的
権

利

(「
自

己
意

識

の
権

利
」
)
を
有

し

、
こ

の
権

利

の
実

現
を

目
的

と

し

て
行
為

す

る

。
斯

か
る
主

体

と

し

て

の
市

民

は
、
自

分
自
身

の
目
的

の
実

現

は
自
分

と
同
様

に
主

体

で
あ

る
他

者

と

の
関
係

の
中

で
の
み

可
能

で
あ

る
の
だ
、
と

い
う

こ
と
を

自

ら

の

活

動

を

通

し

て
自

覚

し

、

そ

の
関

係

の

中

で
見

出

す

普

遍

性

-

「
善

」
一

と

、
自

己
自

身

の
特

殊

な
内

容

を
統

一
せ

し
め

よ
う
と

行

為
す

る
。

へ
ー

ゲ

ル
に
よ

る

と

、
市

民
社

会

の
中

で
陶

冶

が
為

さ
れ

る

の

は
、
先
ず

、
市
民

の
特

殊

的
個

別

的

な
生

計

や
福

祉
が
各

自

の
権

利

と
見

倣

さ

れ
、

其

が
維

持

さ

れ
且

つ
実

現

さ
れ

て

い
る

こ
と

に
よ

る

。
つ
ま
り

、
市

民

は
、
ポ

リ

ツ

ァ
イ
及

び

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン

の
活

動

を
通

じ

て
、
自

分
達

が
普

遍
的

権

利
を

斉

し
く
有

す

る

「
普

ハ
ァ
　

り

遍
的

人

格
」
で
あ

る

こ
と

を
自

覚

す

る
。
然

し

、
道

徳
的

主
体

と

し

て

の
市
民

に
於

て
為

さ

れ
る
普

遍
性

の
自
覚

に

は
、
ポ
リ

ツ

ァ
イ

を

通
し

て

の
其

と

、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
を
通

し

て

の
其
と

の
両

者

に
於

て
差

異

が
観

ら

れ
る
と

云

い
得

る

。
即

ち

、
市

民

は
、

一
方

で
、
普

遍

的

な

「
欲
求

の
体

系

」
に
媒
介

さ
れ

た
市

民

同
士

の
関

係

の
中

で
、
自

己

の
権
利

を
実

現

す

る

と
共

に
、

他
方

で
は
、

心

性

(
O
。
ω
言
昌
き

⑰q
)
を

同

じ
く

す

る
者

同
士

で
構
成

さ
れ

る

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン

(職

業

団
体
ー

後

述
)
の
成

員

と

し

て
共
働

的
活

動

を

行
な
う

こ
と
を

通

じ
て
、
そ

れ
を
実

現

し

て

い
る
こ
と

を
相

互

に
承

認
し

合
う

(「
身

分

の
誇

り
」

の
獲

得
ー

後

述
)
。
即

ち

こ

の
時

、
成

員

は
相

互
に
、
単

に
そ

れ
ぞ

れ

の
所

有
権

を
実

現

し

て

い
る
こ
と

を
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承
認

し
合
う

の
み
な

ら
ず

、
成

員

で
あ
る
限

り

そ
れ

ぞ
れ

に
共

に
要

求
さ

れ

る
普

遍
的

な
有

り
方

、

即
ち

、
普

遍

的

な
善

を

コ
ル

ポ

ラ

ツ
ィ
オ
ー

ン
の
中

で
見
出

し
、
そ
れ
を

実
現

す

る
主
体

的
な

人
格

で

あ

る
、
と

い
う

こ
と
を

も
承

認

し
合

う

。

此
処

で
は

、

コ

ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー
ン
と
云
う

限

ら
れ
た

領
域

に
於

て

で
は
あ

る
が

、
市

民

に

於

る
特

殊
性
と
普

遍
性
と

の
内
面
的
統

一
が
成

立
し

て

い
る

の
で
あ

る

。
そ
れ

は
、
(限

ら
れ
た
領
域

に
お
け

る
)
自

由

の
実

現

で
あ

る
と

云

っ
て
も
良

か

ろ
う

。

こ
れ

に
対
し

て
、
へ
ー

ゲ

ル
に
於

て
ポ

リ

ツ

ァ
イ

と

は
、
普

遍
者

コ

　
　

と

し

て

の

(政
治

的
)
国

家

が

「
威
力

(ζ
き
9

」
と

し

て
市

民
社

会

に
現

れ

る
行
政
活

動
を

云
う

の
で
あ

る

が
、
そ
れ

は
、
市

民

社
会

の
中

に
存

在

し
、
且

つ
、
司
法

活
動

に
よ

っ
て
は
普

遍

性

に
高

め

ら

れ
る

こ
と

の
無

い
偶
然

性

に
対

す

る
配
慮

を
行

な
う

も

の

で
あ

る
。

そ
し

て
、
へ
!
ゲ

ル
に
よ

れ
ば

、
ポ

リ

ツ
ァ
イ
は

諸
個

人

の
福
祉
と

　
　
　
サ

市

民
社

会

の
秩
序
維

持

と
を

目
的

と

し
た
活

動
を

「
外

面

的
」
に
行

な
う

。
そ

れ
故
、
市

民

と

ポ
リ

ツ

ァ
イ

と

の
関
係

に
於

て
は

、
コ
ル

ポ
ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
に
於

る

の
と

は
異

な
り

、
市

民

の
主

体
性

の
承
認

が
成
立

し

て

い
な

い
の
で
あ

る

。
そ

の
理
由

は
、
市

民

が

ポ

リ

ツ

ァ

イ
に
と

っ
て
は
専

ら
保

護

・
保

障

・
監
督

・
配
慮

等

々

の
対

象

に
留

コ

モ
　

ま

っ
て

い
る

か
ら

で
あ

る
、
と

云

っ
て
良
か

ろ
う

。
へ
ー
ゲ

ル

は
講

義

の
中

で
ポ

リ

ツ

ァ
イ
を

論
ず

る
冒
頭

に
於

て
、
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る

の
で
あ

る
。
即
ち

、
「
し

ば

し
ば
ポ

リ

ツ
ァ
イ

に
は
好

意

が

持

た
れ

な

い
。
何

故

な

ら
ポ

リ

ツ

ァ
イ

は
様

々
な
制

限
を

行

な

い
、

コ

　
　

細
部

に
渉
る

監
督

を

執
り

行

な
う

か
ら

で
あ

る
」
。

三

へ
ー
ゲ

ル
の

「
自

治

行

政
」
論

(
概
観

)

ヘ
ー

ゲ

ル
が
自

治

行
政

(oり
O
一げ
90一く
①
暑
鯖」
言
口
oq
)
を

導

入
す

る
の

は
、

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
に
於

て

は
成
り

立

つ
、
特
殊

性
と

普
遍

性
と

の
内

面

的
な

結

び
付

き
を

、
ポ

リ

ツ

ァ
イ

(
つ
ま

り

、
国

家

行
政

)

に
於

て
も
成

り

立
た

し

め

る
為

で
あ

る
、
と
考

え

ら

れ

る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
は
、

(政

治

的
)

国
家

の
執

行
権

を
論

ず

る
際

に

は
、
ポ

リ

ツ

ァ

ハ
ロ
ル

　

イ

の
活

動
を

市

民
社

会

の

「
自

治

行
政

」
と

捉
え

直

し

て

い
る
。
そ

し

て
、
こ

れ
に
就

い
て
次

の
よ
う

に
説

明

し

て

い
る

の
で
あ

る
。
即

ち

、
「
こ
の
自

治
行

政

の
中

に

は
、
諸

個
人

に
と

っ
て
は

、
彼

ら

の

身
近

な

利
害
が

普
遍

的
要

件

に
な

る
と

い
う
人

倫
的

側
面

が
有

り

、

こ

の
普

遍

的
要

件

に
於

て
、
諸

個
人

は
自

分
達

の
領

域

の
絶
対

的
存
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立

を
成

す
と

こ

ろ

の
国
家
全

体

の
反
映

や
、
自

分

達

の
絆

や
、
国
家

　ニ
　
　

の
為

の
活
動

、
そ

し

て
利
害

を
有

す

る
」
。

こ

の
引
用

に
於

て
考

察
す

べ
き

は
、
「
自

治
行

政
」

の
内

実

、
其

処

で
見

出

さ
れ

る

「
人
倫

的
側
面

」
で
あ
り

、
ま

た

こ

れ
と

連

関
し

て
、
諸

個
人

と

国
家

と

の
結

び
付

き

で
あ

る
。

先

ず

自
治

行
政

を
行

な

う
機

関

乃
至

団
体

を

観

る
と

、

へ
ー
ゲ

ル

の
挙
げ

る

そ
れ

は
、
コ
ル

ポ

ラ

ツ
ィ

オ
ー

ン
で
あ

る
。
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
は
、
邦

訳

さ
れ

る
場
合

、
通

常
、
職

業

団

体

と
か

組
合

な
ど

と

訳
さ

れ
る

。
し

か
し
、
へ
ー
ゲ

ル
は

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ

オ

ー
ン

を

ツ

ン
フ
ト

や
商

工
業
団
体

を

の
み
指
示
す

る
も

の
と

し

て
用

い
て

は

い
な

い
。
斯

か
る
意

味

で
用

い
ら

れ
る

の
は

市
民

社

会

論

の
中

で
、
或

い
は
、
市
民

社
会

と

の
連

関

に
於

て
用

い
ら
れ

て

い
る
場
合

だ

け

で
あ

る
、
と

言
え

る

。

へ
ー
ゲ

ル
は
、
官

吏

(ロd
戴
巨

8
)
も

ま

た
、

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
を
形

成

し
得

る

こ
と

さ

え

述

べ

て

い

へこ
こる
。

へ
ー
ゲ

ル

に

於

て
、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
は
、
広

義

に

は
、

組
織

化
さ

れ
た
成

員

が
特
定

の
目
的

の
為

に
協

力

し

て
活

動
す

る

　

　
コ
こ

組
織
集

団
、
と

い
う

意
味

で
用

い
ら
れ

る
、
と

云

い
得

る
。

へ
ー
ゲ

ル

に
よ
る
と

、
自

治

団
体

(O
㊦
B
9
巳

。
)
や

そ

の
他

の
商

工
業

団
体

、
諸

身
分

団
体

、

ツ

ン
フ
ト
、
行

政

区

(中
。
〈
ご
N
り
臣
-

。。三
犀
◎
、
都

市

と

い

っ
た

、
各

種

団
体

に
よ

っ
て
、
市

民
社

会

の
諸

要
件

や
利
害

は

「
法

的

に

・
:

行

政
処

理

さ
れ

る

(器
9
島
9

・
・
◆

　ニ
　
　

く
臼
ミ
葺

糞

〔
≦
oa
o
巳

)」
、
と

云
わ

れ
る
。
こ

の

こ
と

か
ら
自

治

行
政

に
就

い
て
先
ず

理

解

さ
れ

る

の
は
、
そ
れ

が
国
家

の
行
政
活

動

(
ポ

リ

ツ

ァ
イ

)

へ
の
市

民

の
参

加

と

し

て
、

而

も

、

コ
ル
ポ

ラ

ツ

イ
オ

ー
ン

や
ゲ

マ
イ

ン
デ
、

(自

治
)
都
市

と

い

っ
た
様

々
な
団

体

を
通

じ

て

の
行
政

参
加

で
あ

る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

次

に
、
「
人
倫

的

側
面

」

で
あ

る

が
、

へ
ー
ゲ

ル

に
よ

る
と

、
特

殊

な
要

件

が

こ

れ
ら

の
団
体

に
よ

っ
て
執

り
行

わ

れ

る

こ
と

に

よ

り

、
「
団

体
精

神

(困
o
弓
o
円9
昌
8

じ。
。
巨
)
」
が
形

成

さ
れ

、
市

民

社
会

ハ
ニ

　

い

の

「
特

殊

を
普

遍

の
中

へ
根

付

か

せ
る

こ
と

」
が
為

さ

れ
る

。
へ
ー

ゲ

ル
の
云

う

「
団
体

精

神
」
と

は

、
コ

ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
に
所

属

す

る
市

民

が
、
自

分
達

の
活

動

の
社

会
的

に
承

認

さ
れ

て

い
る

こ
と

を

主

観
的

に
確

信

す

る
意

識

(
「
身

分

の
誇

り
」
)
に
由
来

す

る
も

の

を

云

う

。
へ
ー
ゲ

ル
に
於

て

、
こ
の

団
体
精

神

が
、
自
治

行

政
を

通

じ

て
、
如
何

な

る
仕
方

で
国
家

と

い
う
普

遍

的
な

も

の
と
結

び

つ
く

の
か
、
そ

し

て
、
「
人

倫
的

側

面
」
と

の
関
係

で
其

は
如

何

な

る
も

の
と

し

て
理
解

さ

れ
る

の
か

、
と

い
う

こ
と

が
問

題
と

な

る

の
で
あ

る

が
、
そ

れ
を
考

察

す

る
前

に
、
行

政
活

動

へ
市

民
が

参
加

す

る
自

市民と国家の媒介/50



治
制

を
導

入
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
国
民

意
識

の
覚

醒
を

図
り

、
諸

個

人

と

国
家

と
を
結

び

付

け
よ

う

と
し

た

シ

ュ
タ

イ

ン
都

市
自

治

法

(プ

ロ
イ

セ

ン
王

国
市

制
)
と

へ
ー
ゲ

ル
自

治
論

と

の
検

討

を

行
な

う

。
こ

σ
こ
と

に
よ

っ
て
、
へ
ー
ゲ

ル
が
自

治
活

動

を

論
ず

る
に
際

し
て

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ
ー

ン
に
付

与
し

た
意
義

が
具
体
的

に
明

ら

か

に
な

り
、
「
人
倫

的

側
面
」
を

解
明

す

る
手

掛

か

り
が

得

ら

れ
る
と

考

え

ら
れ

る
か

ら

で
あ

る
。

四

シ

ュ
タ
イ

ン
都
市

自

治
法

と

へ
ー
ゲ

ル
の
自

治
論

シ
ュ
タ
イ
ン
都
市
自
治
法
に
於
て
都
市
行
政
制
度
は
概
略
以
下

ハニ
ま

の

よ

う

に

規

定

さ

れ

て

い
る

。
即

ち

、
都

市

行

政

機

関

と

し

て

、
市

参

事

会

(
ζ

層
。。
陣
。。
貫

9
ご

、

市

議

会

(
。。
8

畠
冥

。
δ

乙

昌
。
3

甲

く
。
冨
帥
巳
巳
一ロ
昌
じq
)
、

行

政

局

(
∪
。
℃
三

層
二
〇
P

困
o
目
巨

。。
。。δ

昌
)
な

ど

が

置

か

れ

る

。
市

参

事

会

は

合

議

制

形

式

で

組

織

さ

れ

る

執

行

機

関

で

あ

り

(
ゆ
一
寸
ε

、

市

長

(
O
げ
2

σ
母

Φ。
2

目
虫

。。
8

円
)
と

参

事

会

員

(ζ

紹

一。。
ρ冨

6

巽

。。o
昌
)
と

に

よ

っ

て

構

成

さ

れ

る

。
参

事

会

員

は

市

議

会

に

よ

っ
て

選

出

さ

れ

(ゆ
一い
P
)
、
市

長

は

市

議

会

が

提

示

す

る

候

補
者

の
中
か
ら

政
府

に
よ

っ
て
選

出

さ
れ

る
。
市

議
会

は
都

市

の
各

区

(切
o
艮
「δ

毎

に
市

民

に

よ
り

選
挙

さ

れ
た

議
員

で
構

成

さ

れ

る
。

こ
の
市
議
会

は
参
事

会

に
優
越

し

て
こ
れ
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す

る
と

共

に
、
都

市
財

政

そ

の
他

の
重

要
事

項

の
決

定
を

国
家

の
関
与

無
し

に
行
な

う

(濫
一
〇。
伊
一〇。
轟
.一
◎。
O
)。
行

政
局

は
、
教

会

・
学

校

・
救

貧

・

防

火

・
保
健

・
建

設

と

い

っ
た

実
質

的
事

務
を

担

当

し
、
そ

の
局
員

は
市
参

事
会

員

、
議

員

、
市

議
会

の
選
出

し

た
市

民

で
構

成
さ

れ

る

(⑰
一己

)。

行

政

へ
の
市

民

の
参

加

は
、

市

議
会

議

員

の
選

挙
権

及
び

被
選

挙

権
を

得

て

い
る

こ
と

(
但
し

、
財

産

に
よ

る
制

限

や
資

格

の
点

で
、
市

民
権

を

与
え

ら

れ

る

「
市
民

」
の
規
定

は

中
世

以

来

の
伝
統

の
影
響

下
に
あ

る

と

云
え

る
)
と

、
行

政

事
務

へ
の
共

働

の
権

利

の

認

め

ら

れ
て

い
る

こ
と

(
基
本

的

に
無

報
酬

)
と

で
あ

る
。

先
ず

指
摘

し

得

る

の
は

、
市

民

の
選

ん

だ
代

表

者

に

よ

っ
て
行

政

が
執

り

行
な

わ
れ

る
点

で
、
へ
ー
ゲ

ル

「
自

治

行

政
」
論
が

シ

ュ

タ
イ

ン
都

市
自

治

法

の
規

定

に
沿

つ
て

い
る
こ
と

で
あ

る
。
即

ち

、

へ
ー
ゲ

ル
に
於

て
自

治

組

織
体

は
、
「
自

治

団
体

(O
。目
。
ヨ
ユ
。
)、
行

政

区

(O
巨

二
5

、

州

(牢
o
〈
匿
N
)、

職
業

仲

間

(O
。
≦
2
げ
。
)、

諸
身

分

(
団
体

)
(ω
ρ匿
α
。
)」
が

「
其

自
身

の
中

で
構

成

さ

れ

て
お
り

、
そ

51/市 民 と国家の媒介



し

て
、
固
有

の
長

(O
げ
ユ
o。岸
。
δ

、
代
表

者

(<
自
ω
8
冨
こ
、
行

政
管

理

者

(
<
。
『
蓄

冨

『)
達

の
間

で
審

議

し

、
決

定
す

る
役
所

を

有

す

る
」

　ニ
　
　

も

の
と

し

て

提

示

さ

れ

て

い
る

。
其

等

の

担

当

者

は

「
市

民

グ

ル

ー

プ

(切
母

αq
o
話
o
巨
鑑

ε
ロ
)
乃

至

は

同

輩

(
ω
欝
巳

o
。。
α。
o
昌
o
。。
ωo
目
)
に

よ

る

選

　ニさ

挙

」
に

よ

っ
て
選
ば

れ

る
。
た

だ
し

、
へ
ー
ゲ

ル

に
於

て
、
選
出

さ

れ
た
者
達

が
自
治
行

政
活
動

の
中
心
と

し

て
の
議
会
を

構
成
す

る
か

ど

う

か
、
明
確

で

は
な

い
。
次

い
で
、
シ

ュ
タ
イ

ン
は
自

治

行
政

と

し

て
都

市

の
其

の

み
な
ら

ず
、
郡

、
州

と

い

っ
た
段

階

に
於

る
其

を

も

構
想

し

て

い
た

が

(但

し
彼
自

身

の
実
施

し
得

た

の
は
都

市
自

治

の

み
)
、
へ
ー
ゲ

ル
も
自

治
団

体
と

し

て
行
政

区

や
州

を
挙

げ

て
い

る

こ
と

か
ら
、

同
様

な
段

階
的
自

治

を
考

え

て

い
た
と

云
え

る

。

然

し
な

が
ら

同
時

に

、
両
者

の
間

に
は
相

違

点

も
指

摘

し
得

る

の
で
あ

っ
て
、
即
ち

、
シ

ュ
タ
イ

ン
都
市

自

治
法

の
場

合

、
市

民
と

都
市

行

政
と

は

(選

挙

を
介

し

て
)

一
挙

に
結
び

つ

い
て

い
る
。
そ

し

て
、
ツ

ン
フ
ト
や
商

工
業
団

体
等

は
自
治

制
度

か

ら
排

除
さ

れ

て

ド
コム

い
る
。
こ

れ
に
対

し

て
、
へ
ー

ゲ

ル
は
、
都

市
市

民

を
形

式
的

に
区

ロコ
コル

リ

割

り
す

る
仕
方

に
は

反
対

で
あ

る
旨

を
述

べ
て
お
り

、
自

治
行

政
活

動

の
基

礎
を

団
体

(
コ
ル
ポ

ラ
ツ

ィ
オ
ー

ン
)
に
置

い
て

い
る
。
両

者

の
間

に
見
出

さ
れ

る

こ
の
相
違

点
は

、
へ
ー
ゲ

ル
が
市

民
社

会
と

国
家

と

の
関
係

に
於

て

コ
ル
ポ

ラ
ツ
ィ
オ

ー
ン
に
与
え

た
位
置

付

け

の
重

要
度

に
由

来

す

る
。
こ

の
事

は
自

治
行

政
組

織

に
対

し

て
行

な

わ

れ

る
、
執
行

権

に
基

づ
く

統
治

を
検

討
す

る

こ
と
を

通

じ

て
明

ら

か

と

な
る

。

五

統

治
、

或

い
は
、

国
家

監
督

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ

オ

ー

ン

の
行

な

う
自

治

行
政

が

、
中

世

都
市

に

観

ら

れ
た

よ
う

な

自

治

(㌦ノ
ロ
ρO
口
O
巳
一〇
)
1
独

立

し

た
法

人

格
と

し

て
、
市
参

事
会

・
市

長
と

い

っ
た

行

政
機

関
が

行
政

権

、
裁

判

権

、

軍
事

権
等

を
行
使

す

る
都
市
自

治
1
と

同
様

な
も

の
と

し

て
規

定

さ

れ

る

な
ら

、
其

は
国
家

の
中

に
小

国
家

を
形

成

す

る

こ
と

を
意

味

し

、
或

い
は
、
曾

て

の
神
聖

ロ
ー

マ
帝

国
と

同
様

の
国

制

を
形

成

す

る
に
至

る

。
こ

の
よ
う

な
事

態

を
惹
起

し

な

い
為

の
制
度

面

で

の
保

障

が

、
シ

ュ
タ
イ

ン
及

び

へ
ー
ゲ

ル

に
於

て
共

に
、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ

オ

ー

ン

(シ

ュ
タ

イ

ン

の
場

合

に

は
、
都
市

参
事

会
)
に
対
す

る
国

家

監

督

(Gね
♂
魯
。。
暫
亀
。。一}
C

で
あ

る
。

シ

ュ
タ

イ

ン
都
市

自

治

法

に

は
、

都
市

を

言
わ

ば
小

共

和

国

と

市民と国家の媒介/52



せ

し
め

な

い
為

に
、
国
家

監
督

の
条

項

が
盛

り
込

ま

れ

て

い
る

。
其

に

よ

る

と

、

旧

来

よ

り

都

市

の

有

し

て

い

た

行

政

権

(勺
o
=
N
。
硲
o
≦
"
δ

や
裁
判

権

は
、

共

に
国
家

に
固

有

の

も

の
と

し

て
、
国

家

に
帰
属

せ
し

め

ら
れ
、
前
者

の
運
営

は
改

め

て
都

市
行

政

に
委

任

さ

れ
た

(ゆ
一
ひ
9
。
こ
の
事

は
、
都

市
参

事

会

が
国

家

官
庁

に

従

属
す

る
機

関
と

な

る
こ
と

を
意

味
す

る

。
又
、
選

挙

で
選

出

さ
れ

た

参
事

会

員
は
、
政
府

の
認

証
を

得

な
く

て
は

な
ら

ず

、
即

ち
、
参

事

会
員

は

州

の
行
政

官

庁

に
よ

る
承

認
を

得

な
く

て
は

な

ら
な

い

(費
い
θ
。
そ
し

て
、
大
都

市

の
市
長

の
場

合
、
議

会

は

三
名

の
推

薦

ハニ

し

者

を
政

府

に
提

示
し
得

る
だ

け

で
あ

る
。

同
様

に

ヘ
ー

ゲ

ル
は
、
自

治

行
政

に

よ

っ
て
国

家

の
中

に
国

家

が
形
成

さ

れ
る

こ
と

が
あ

っ
て
は
な

ら
な

い
、
と

考

え

る
。
即
ち

、

「
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
は
、

一
面

で
は
、
国
家

の
中

の
独

立

し
た

団
体

(切9
げ
9
ぎ
島
α。
。
〉
。・
。。。
N蛋

一8

)
で
あ

る
が

、
然

し
、

コ
ル

ポ

ラ

ツ
ィ
オ
ー

ン
が
国
家

の
中

の
国
家
と
成

る
と

い
う

こ
と

は
防
止

さ
れ

る

べ
き

で
あ

っ
て
、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ
ー

ン
は
全
体

に
従

属

し

な
く

な
ココ
こ

て
は
な

ら
ず
、
…

全
体

に
よ

っ
て
規
定

さ

れ
ね

ば
な

ら

な

い
」
。

そ

の
理
由

と

し

て

へ
ー
ゲ

ル
が

述

べ
る
と

こ

ろ

で

は
、

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
其

々
が

国
家

か
ら

完
全

な
独

立

性
を

得

て
し

ま
う

な

ら
、

そ
れ

は

、
中

世

に
観

ら
れ

た
原

子
論

(〉
の(ワ目P
一〇〇
一一一ハ)
の
支

配

す

る
社
会

を

(
再
び

)
形

成

す

る

こ
と
を
導

き

、
共

同
的

事

柄

へ
の
配

　　
ニ
　

慮

は

顧

み
ら

れ
な

く
な

っ
て

し
ま
う

か
ら

で
あ

る
。

か
く

し

て
、

へ
ー
ゲ

ル
は

コ
ル
ポ

ラ
ツ

ィ
オ
!

ン
を

(
政
治

的

)

国
家

の
執

行
権

の
許

に
置

く

。
そ

し

て
、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン

の

行

な
う

活
動

が
自

治
行

政

で
あ

る
の

に
対

し

て
、
そ
れ

に
対
す

る
執

行

権

の

働

き

掛

け

を

、

統

治

乃

至

は

行

政

管

理

(
<

。
7

≦
巴
ヨ
β
o。
》

自
自

巳
ω冨

鼠
o
昌
)
と

す

る
。

へ
ー
ゲ

ル
に

よ
る

と
、
そ

れ

は

「
普

遍

的

な
国
家

利
益

と
法

律
的

事

柄
と

を
、
此
等

〔
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
の
1
引

用
者

〕
特

殊

な
諸

権
利

の
中

で
し

っ
か

り
と
維

つ
コ
ニ
ニ
ロ

持

し

、
後
者

を
前

者

に
連

れ
戻
す

こ
と
」
、

つ
ま

り
、
執

行
権

の
遂

行

者

(
官
僚

)
に
よ
り

、
各

ゲ

マ
イ

ン
デ
、
コ
ル
ポ

ラ
ツ

ィ
オ

ー

ン

等

に
対

し
、

そ

の
活

動

に
対

す

る

管
理

の
行

な
わ

れ

る

こ
と

で
あ

　　
ヨる
。ヘ

ー
ゲ

ル
の
言

う
自

治

諸

団
体

へ
の
監

督

と

し

て
先
ず

挙

げ

ら

れ

る

の
は
、
シ

ュ
タ

イ

ン
都
市

自

治
法

と
同

様

に
、
選
出

さ

れ
た

自

治
行

政
担

当
者

を

、
政

府

が
認

証

し
、
そ

の
職
務

に
任

命

す

る

こ
と

ハ
　ニ
　

り

で
あ

る

。
そ

し

て
次

に
、
全
体

を

見
渡

す
視

点

か
ら

、
政

府

が
各

自

治
団

体

の
活

動

に
対

し

て
制

限

や
配
慮

を
行

な
う

こ
と

で
あ

る
。
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認

証

に
関

し

て

へ
ー

ゲ

ル
は
、
其

処
に
、
自

治
行
政
担
当

者
が
選

挙

を
通

じ

て
選

出
さ

れ
る
と

い
う

こ
と
と

併

せ

て
、
自
治

行

政
が
遂

　ニ
エ
ハ
　

行

さ

れ
る

に
際

し
て

の
権
威

付
け

を
観

て

い
る
。

制

限

や
配
慮

に
関

し

て
は
、
執

行
権

が
自
治

団

体

に
対

し

て
如

何

な

る
権

限
を

有
す

る

の
か

、
へ
ー
ゲ

ル

の
論

述
は

具
体

的

で
は

な

い
が

、
総

じ

て
、
執
行

権

の
遂
行

者

た
る
官

僚

は
各
自

治

団

体

の
行

政

活

動

に
対
し

て
、
此

を
統

括

・
指

示
す

る
大
き

な

権

限
を

有
す

る

も

の
と

さ
れ

て

い
る

よ
う

で
あ

る
。
即

ち

、
へ
ー
ゲ

ル
は
、
執

行

権

に
よ

っ
て

「
普

遍
的

な
国
家

利

益
と

法
律

的
事

柄

と
を

、
〔
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ
ー

ン

の
有
す

る
ー
引

用
者
〕
こ
れ

ら
特
殊

な

諸
権

利

の
中

ハ
　ニ
セ

　

で
確

立
す

る
こ
と
」
が
為

さ

れ
ね
ば

な
ら

な

い
、
と

述

べ
て
お
り

、

ま

た

、

国

家

官

僚

と

各

自

治

団

体

と

の

間

に

は

衝

突

ハ
　ニ
ム

リ

(N
雷
累
巨
B
。
霧
8
ゆ
9

)が
起

こ
り
得

る
と
考

え

て

い
る
か

ら

で
あ

る
。

先

に
概

観

し
た
よ

う

に
、
へ
ー
ゲ

ル
は
、
斯

か

る
対

立
を

言

わ
ば

ネ

ガ

テ

ィ
ー

フ
に
捉

え

て
は

い
な

い
。
即

ち
、

へ
ー

ゲ

ル
は
、
市

民

社

会

の
諸

団
体

が
そ

の
特
殊
性

に
重

き
を

置

い
た
活

動
を

行
な

い
、

此

に
対

し

て
統

治
権

乃
至
国
家

行

政
が
関

与
す

る

こ
と

に
、
市

民
と

国
家
と

の
両
者

が

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー
ン
を
介

し

て
結

び

つ
く

「
人

倫

的

側
面

」
を
観

て

い
る
。
次

に
観

る
よ
う

に
、
こ

の
点

で
、

ヘ
ー

ゲ

ル
は
統

治

に
、
国
家

の
中

の
国
家
を

形
成

す

る
こ
と

を
回

避
す

る

と

い
う

消
極
的

意
義

で
は

な
く

、
寧

ろ
積
極

的
意

義
を

認
め

て

い
る

の
で
あ

る
。

六

公

民
と

「
国

民
」

自

治

行

政
を

行

な
う

団

体

と
し

て
の

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
と

は
、
そ

の
権

限

の
行
使

が
政

治

的
国

家

に
よ

っ
て
権

利
と

し

て
認

めつコズ
リ

ら
れ

て

い
る

ひ
と

つ
の
自
立

的
な
法

的
人
格
主

体

で
あ
る
と

云
え

る

が
、

へ
ー

ゲ

ル
に

よ

る
と

、
斯

か

る
主

体

と

し

て

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ

オ

ー

ン
は

一
方

で
、
そ

れ
ぞ

れ

の
特
殊

な

利
害
ー
従

っ
て
、
諸

個

人

の
特

殊
性
1

へ
の
配
慮

を

行
な

い

つ
つ
、
他
方

で
は

、
自

治
行

政

を

行

な
う

組
織

と

し

て
活
動

を

行

な

い
、
そ

れ
ら
を

通

じ

て
、
国
家

全

体

の
普

遍
的

利
害

の
促
進

に
寄
与

す

る
。
ヘ
ー

ゲ

ル

の
い
う

「
団

体

精
神

」
は
、
諸

個

人

が

こ

の

こ
と

を
自

覚

す

る
時

に
成
立

す

る

。
つ

ま

り
、
へ
ー
ゲ

ル
に
即

し

て
更

に
云
う

と

、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン

の
成

員

と
し

て

の
諸
個

人

は
、
斯

か

る
法
的

人
格
主

体

と
し

て
の

コ

ル
ポ

ラ

ツ

ィ
オ

ー

ン
に

よ

る
自

治
行

政

に
参

与

す

る

こ
と

を
通

じ
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て
、
自

分
達

の
行
な

う
特

殊
な

活
動

が

、
国
家

全
体

の
普

遍

的
活

動

の
中

に
主
体

的
な

も

の
と

し

て
認
め

ら
れ

て

い
る
こ
と

を
見

出

し
、

自
分

達

の
活
動

が

、
特
殊

な
も

の
で
あ

る
と

同
時

に
、
普

遍

的

な
も

の
で
も

あ

る
こ
と

を
知

る
。

そ
れ

故
、

ヘ
ー
ゲ

ル

は
、

諸
個

人

は

「
自

分

の

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
の
中

に
、
自

分

が
共

に
行

政
活

動

を
行

な

い
、
自
分

の
特
殊

性
を
普

遍

的
な
も

の
の
中

へ
移
し

入

れ
る

　
　じ

と

こ

ろ

の
、

国
家
を

見

出
す
」

と
云

う

の
で
あ

る
。

コ
ル
ポ

ラ
ツ

ィ
オ

ー
ン

の
中

に
諸
個

人

が
見

出
す

国
家

は
、

コ

ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
が

、
其
処

に
於

て
特

殊
な
諸

個
人

の
活

動
が

専

ら
行

な
わ

れ
る
特

殊
な
領

域

の
共
同

体

で
あ
る
と

い
う

意
味

で

、
そ

し

て
ま

た
、
限
ら

れ
た
範

囲

に
於

る
人
倫

の
理
念

の
実

現

(
第

二
節

ハ
　

　
ヤ

参

照
)
す

る
場

で
あ

る
と

い
う
意

味

で
、
先
ず

、
「
特

殊
な

国
家

」
と

規

定

さ
れ

る
。
然

し
な

が
ら
更

に
、
諸

個
人

は
、
法

的
主

体

と

し

て

の

コ
ル
ポ

ラ
ツ
ィ
オ
ー

ン
の
中

で
自
分
達

の
行
な
う

自
治

行
政
活

動

を

通

じ

て
、
其

処

に
、
国
家

の
普

遍
性

を
も

見
出
す

。
即

ち

、
こ

の

時

成
員

は
、
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ
ー

ン
の
内

に
見

出
し

て

い
た
自

ら

の

主

体
的

人
格
性

の
実

現
が
、
普

遍
的

国
家

に
於

て
実
現

さ

れ

て

い
る

こ
と
を

見
出
す

。
此
処

に
於

て
成

員

の
内

に
実

現
し

て

い
る
自
由

の

意

識

は
、
国

家

の
行
政
活

動

と

の
媒
介

を
通

し

て
、
国

家

に
於

る
自

由

の
実

現
と

し

て
自

覚

さ

れ

て

い
る

、
と

い

っ
て
良

か
ろ
う

。
そ
し

て
、
か

か

る
も

の
と

し

て

の
諸
個

人

が
、
自

分

の
特

殊

な
目

的

を
追

求

す

る

の
み

な
ら
ず

、

其

を

通

じ

て
見

出

さ
れ

る
普

遍

的

な
事

柄

を

、
自

分
自

身

に
と

っ
て

の
目
的

と

し

て
引
き

受

け
、
そ
れ

の
実
現

を

目
指

す
公

民

に
他

な
ら
な

い
。

へ
ー

ゲ

ル
は
民

主

制

を
立

憲

君
主

制

の
諸

契

機

の

一
つ
と

し

て

　　
ニ

挙

げ

て

い
る

が
、

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ

オ
ー

ン
に
よ

る
自

治

行

政

の
中

に
、

そ

の
原
理

が

働

い
て

い
る
と

し

て

い
る
。

民
主

制

の

原
理

と

は

、

へ
ー
ゲ

ル
に
よ

れ
ば

、
「
ど

の
個

人

も

が
自

分
は
自

由

で
あ

る

　　
ニ　

と

観

て

い
る
」
こ
と

で
あ

り

、
自

治
行

政

に
於

て
諸

個

人

は

「
共

に

へ　
　
　

統

治
す

る

(旨
ξ
。
o。
尋

o
昌
V」
こ

と
を

通

じ

て
、
普

遍

的
自

由

の
意

識

を

獲
得

し
得

る

。
そ

し

て
、
こ

の
原

理

に
則

っ
て

「
ど

の
主

体
も

が

自

分
を
自

分

で
規
定

し

、
自

分

の
洞
察

に
基

づ

い
て
自

分

の
心
性

を

　　
　
　

自

ら
作

っ
て
行

く
」
。

諸

個

人
は

、
そ

の
相

互

の
関
係

の
中

で
、
主
体

的

自

由
を

実

現
し

て

い
る

こ
と
を

承

認

し
合

う

。

つ
ま

り

、

こ

の
時

諸

個

人

は
同

時

に
、
自

分

達

に
と

っ
で
普

遍
的

な

目
的

で
あ

り
、

「
善
」

で
あ

る
と

こ

ろ

の
義
務

も

、

そ

の
関

係

の
中

に

「
本

質

的

な

も

の
と

し

て
」

　ロ
　
　

「
現
象

し

て

い
る
」

こ
と
を

承

認

し

て

い
る
。
即
ち

、
こ

の
関

係

に
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於

て
諸
個

人
は

、
相

互

に
他

者

に
と

っ
て
本
質

的
な

も

の
と

し

て
関

係

し

合

い
、
そ
れ
故

、
「
人
倫

的
実

体
」
に
関
係

す

る
。
何

故

な
ら

、

諸

個
人

其

々
に
於

て
、
理
念

の
統

一
態
と

し

て

の
人
倫

性

は

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
を

介

し

て
実

現

し

て
お

り

、

こ

の
関

係

全
体

が

、

へ
ー

ゲ

ル

の
論

理

で

は

、
人

倫

の
理

念

が

諸

個

人

に

「
実

在

化

(円o
註

。。
一。
掃
昌
)」

し

た
も

の
だ

か
ら

で
あ

る
。

そ
し

て
、
諸

個

人

が

コ
ル
ポ

ラ
ツ
ィ
オ
ー

ン
の
成

員
と
し

て
行
う
自

治
活
動

を
通

じ

て
自

分
達

の
人

倫
性

を
把

握
す

る
時

、
諸
個

人

は
、
自

分
達

を

支
え

る
実

体

と

し

て

の
人
倫

を

国
家
と

し

て
把
握

す

る

。

こ

の
意

味

で
公
民

は
、
自

分

達

の
特
殊

性

の
追
求

の
為

の
活
動

を
常

に
、
普

遍
性

の
観

点

か
ら
把

握
す

る

。

公
民

と

し

て
の
個

人
と

は
、
ヘ
ー
ゲ

ル
に
於

て
、
国
家

の
中

で

の

普

遍

的
生
を
自

ら
送
る
個

人
を

云
う

が
、
へ
ー
ゲ

ル

の
考

え

る
と

こ

ろ

で
は

、
か

か

る
生
を

送
り
得

る

の
は
諸

個
人

が

「
政
治

的
心

性

」

を
獲

得

し
、
且

つ
、
国
家

の
中

で
存

立

す

る

「
諸
制

度

」
が

「
有

機

組
織

(O
お
き
冨
8
器
)」

と
し

て
構
成

さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
。
先

ず
、

国
家

の
有
機
組

織
化

で
あ

る
が
、
そ
れ
は

「
国
家

の
理
念

に
於

る
本

　　
セ
ソ

質
的

契
機

」
を
成

す
諸

個
人

が
政
治
的

国
家

の
許

に
組
織

化

さ
れ

る

こ
と
、
そ
し

て
ま

た
、
か
く

組
織

化
さ

れ
た
諸

個
人

の
活
動

に

よ

っ

て
、
政

治
体

制

(鳴
o
旨
房
。
冨

く
窪
匿
。。
。。冨
口
Φ。
)
が
維

持

さ

れ
る

こ
と

を

言
う

。

こ

の
組
織

化

と

は
、

執

行
権

に
限

っ
て
言

う

な
ら

、

ポ

リ

ツ
ァ
イ
と

コ
ル
ポ

ラ
ツ

ィ
オ
ー

ン
と

が

、
自
治

活
動

を
行

な
う

も

の

と
し

て
、
執

行
権

の
監
督

下

に
組
織

化

さ
れ

る

こ
と

で
あ

る

こ
と

は
、

此
迄

観

た
と

こ
ろ

か

ら
明

ら
か

で
あ

ろ
う

。

へ
ー
ゲ

ル

に
よ

る
と

、
有

機

的

に
組

織

化

さ

れ
た

国
家

を
通

し

て
、
公

民
と

し

て

の
諸
個

人

は

そ

の

「
政
治

的

心
性
」
、
即
ち

、
「愛

　　
　
り

国
心

(℃
讐
ユ
o
冴

日
房
)」

に

、

そ

の
内

容

を

与
え

ら

れ

る
。

へ
ー

ゲ

ル
に
於

る
愛

国
心

と

は
、
諸

個

人
が

そ

の

日
常

生
活

を

送
る
中

で
得

て
行

く
確

信
、
つ
ま

り

、
自

分
達

の
帰

属
す

る

共
同

体

は
、
自

分
達

自

身

を
支

え

る
基
礎

で
あ

り

、
且

つ
、
自

分

に
と

っ
て

の
目
的

で
あ

る
、
と

い
う

、
素

朴

と
す
ら

云
え

る

よ
う

な

、
確

信

乃
至

は
信

頼

で

あ

る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
は
、
か
か

る
確

信

が
諸

個

人

に
生
ず

る

の
は

(家

族

や
)
コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー

ン
が

、
実
体

と

し

て

の
国
家

に
支

え

ら

れ

て

い
る

こ
と

の
結
果

で
あ

る
、
と

考

え

る
。
か
か

る
愛

国
心

を
有

す

る
公

民
と

し

て

の
諸

個

人

に
は
、
「
私

の
実
体

的

で
特

殊
な

利
益

が
、
或

る
他

者

の

(此

処

で

は
国
家

の
)
利
益

と

目
的

の
内

に
、
即

ち
、
個
と

し

て
の
私

に
対
す

る
こ

の
他
者

の
関
係

に
含

ま
れ
維

持

さ

　
　
　

れ

て

い
る
と

い
う

意
識

」
が
育

ま

れ

て

い
る
。
こ

の
時

、
諸
個

人

に
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と

っ
て
他

者

で
あ

る
国
家

は

「
他
者

で

は
な
く

な

る
。
私

は

、
自

分

ハ　
じ
　

の
利

害

や
幸
福

が
、
国
家

の
目
的

で
も
あ

る
と

い
う

こ
と

」
を

知

る

か
ら

で
あ

る
。

へ
ー
ゲ

ル
は
、

愛

国
心

を

こ

の
よ
う

に
規
定

す

る

こ
と

に
よ

っ

て
、
国
家

全
体

を
堅

固
な
有

機
組

織
体
と

し

て
構
築

し
得

る
と

考
え

て

い
る
。
へ
ー

ゲ

ル
に
於

て
愛

国
心
と

政
治

体
制

と

は
其

々
、
普

遍

的
精
神

が
主

体

(主

体
的

実
体

性
)
と

客
体

(
客
体

的

実
体

性
)
と

へ
展

開

し

、
現

象

し

た
も

の
と

し

て
把

握

さ

れ

て

い
る

。

即

ち
、

へ
ー
ゲ

ル
が
幾
分

比
喩

的

に
述

べ
る
と

こ

ろ
で

は
、
こ

の
精
神

は
、

「
自
分

自
身

の
中

で

の
ひ
と

つ
の
過
程

で
あ

る
。
即
ち

、
自

己

を
自

己

の
内

で
分
節
化

し
、
自

己

の
中

に
区

別
を

立

て
、
こ

の
区

別

を
通

　　
ニ

し

て
広

が
り

行
き

、
自

ら

を
循

環
す

る
」
。
こ

の
精
神

は

国
家

の
諸

区
別
項

-
諸

権
力

や
諸

職
務

、
諸

活
動

ー

か
ら

、

コ
ル
ポ

ラ

ツ

ィ

オ
ー

ン
を

通

じ
て
諸
個

人

の
中

に
愛

国
心

と

い
う

心
性

を

形
成

し
、

し
か
も

こ

の
素
朴

な
心

性

は
国
家
全

体
を
指

向

し

て
お
り

、
且

つ
こ

れ
を
支

え

る
も

の
と
な

っ
て

い
る
。
と

い
う

の
は

、
「愛

国
心

は
国

家

の
諸

制
度

の
成

果

で
あ

る
。
然

し
同
様

に
、
こ
の
心

性

は
原

因

で

も

あ

つ
て
、
こ

の
心

性

を
通

じ

て
、
そ

し

て
、
こ

の
心

性

に
基

づ

い

　　
ニ
　

て
、
国
家

は
そ

の
活

動

を
維
持

す

る
」
か

ら

で
あ

る
。

へ
ー

ゲ

ル
は
、
自

分

の
生
き

て

い
る
時
代

の
国
家

の
原

理

と

は
、

市
民

が
自

由

な
主
体
的

活
動

を
行

な

っ
て
そ

の
特

殊
性
を

発
揮

し

つ

つ
、
そ

の
市

民

の
活
動

に
国
家

の
普

遍

性

が
貫

か
れ

、
市

民

が
普

遍

性

を
自

ら

の
活
動

の
目
的

と
す

る

こ
と

で
あ

る
、
と

い
う

こ
と

を
述

　　
ニ

ベ

て

い
る
。
へ
ー
ゲ

ル
に
よ

る
と

、
国

家

と

の
か
か
る
媒

介
を

通

じ

て
、
市

民

の
内

に
生

ず

る
普

遍

的
実

体

へ
の
信
頼

は

、
「
国
民

で
あ

る

こ
と

の
誇
り

(Z
巴

8

匿
。。
巨

N
)」
と

い
う

意
識

に
転

じ
得

る
。
即

ち

、
市

民
は

「
私

は

プ

ロ
イ

セ

ン
人

で
あ

る
、
と

か

、
私

は
イ

ギ

リ

ス
人

で
あ

る

、
と

い
う
単

純

な

意

識

、
私

は

こ

の
国
家

の
市

民

で

あ

っ
て
、
私

は
、
国
家

が

そ
う

で
あ

る
と

こ
ろ

の
も

の

で
あ
り

、
国

　　
　
ソ

家

は
私

の
存

在

で
あ

る
」
と

い
う

意

識
を

獲
得

す

る
、
と

へ
ー
ゲ
ル

は
云
う

。
こ

の
時

へ
ー
ゲ

ル

は
諸
個

人

を

、
曾

て
は
統

治

さ
れ

る
客

体

に
過

ぎ

な
か

っ
た
臣

民

(⊂
三
。
「雷
巳
と

し

て

で
は
な

く

、
国
家

と

同

一
で
あ
る
と

い
う

意

識
を

得

て
、
統

治

さ
れ

る
と

同
時

に
統

治

に

参

与
す

る
も

の
ー

「
政

治
」
に
対

し

て
発

言

し
、
ま

た
、
参

与

す

る

も

の
ー
と

し

て

の

「
国

民

(Z
二。
諏
8

)」
と
し

て
叙

述

し

て

い
る

の
で

あ

る
。
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終

わ
り

に

シ

ュ
タ
イ

ン
の
目
指

し

た
自
治

の
理
念

と

は
、

国
家

と

結

び

つ

い
た

全

て

の
市

民

(。。
雷
帥
房
げ
貯
。q
8

が
、
自

ら

の
犠
牲

を
厭

わ

な

い

自

由

な
共

同
活

動
を

し

つ
つ
、
真

の
共

同
体

を
形

成

し
、
従

順

な

る

臣
民

の
群

れ
を
脱

し

て
、
生
き
生

き
と

し

た
国
民

と
な

る
と

い
う

こ

と

で
あ
り

、
そ

し

て
、
彼

は
、
自

治
制

度

の
実

現

を
通

し

て
、
市

民

　　
　
サ

の
中

に
国
家
意

識

の
形
成

さ

れ
る

こ
と
を

目
指

し

た
、
と

い
う

。

国
家

の
再
編

成
、

そ

し

て
統

一
国
家

の
建

設
と

い
う
課

題

を
背

負

っ
た
ド
イ

ツ
各

国

の
状

況
を
直
接

に
目
撃
し

て

い
る

へ
ー
ゲ

ル
に

と

っ
て
も
、
統

一
国
家

の
有
り

様
を

考
え

る

こ
と

は
、
彼

が

国
家

論

を
展

開
す

る
上

で
、
も

っ
と

も
大
き

な
問
題

の
う

ち

の

一
つ
で
あ

っ

た

と

い
う

こ
と

は
、
言
う

ま

で
も

な
か

ろ
う

。
へ
ー
ゲ

ル
自
身

の
発

見

し

た
市

民
社
会

と

い
う

「
分

裂
態

」
を

克

服
す

る
意

味

で

の
、
統

一
さ

れ
た
国
家

を
議
論

す

る
に
際

し

て
、
彼
は
都

市
自

治
法

で
う

た

わ

れ
た
市

民

の
自
治

に
よ

る
公
共
心

の
喚
起

と

い
う

こ
と

に
、
哲

学

的

に

「
人
倫

」
的

共

同
体
を

形
成

す

る
手
が

か
り
を

見

出

し
た

、
と

言
え

る
の
で
あ

る
。
そ

し

て
、
シ

ュ
タ
イ

ン
都
市

自
治

法
と

は
異
な

り
、

へ
ー
ゲ

ル
自

身

は

(
ツ
ン

フ
ト
に
代

表

さ
れ

る
)

コ
ル
ポ

ラ

ツ
ィ
オ

ー
ン
と

い
う

概

念
を

、
自

治

の
基
礎

と

し

て

い
る
と

い
う

こ

と

は
、
へ
ー

ゲ

ル
国
家

論
と

、
フ
ラ

ン
ス
革

命
以

前

に
由

来
す

る
伝

統

と

の
結

び
付

き

の
問

題
を

喚

起
す

る

が
、
其

は
又

、
別

の
問

題

と

し

て
議
論

し

な
く

て
は

な

ら
な

い
。

注※
本
論

考
は
、

一
九
九
六
年

十

二
月
二
十

二

・
二
十

三
日

に
開
催
さ

れ
た
、

へ
ー
ゲ

ル
研
究

会

・京

都

研
究
発

表
大
会

(京

都

へ
ー
ゲ

ル
讃
書
會

、
ド

イ

ツ
観

念
論

研
究

会

協
賛
)
に
於

て
、
筆

者

の
行
な

っ
た
研

究
発
表

「市

民

社
会

と
国
家
と

の
媒

介
1

「
国
民

」
形
成

の

一
側
面
1

」
の
原
稿

に
加
筆

し

た
も

の
で
あ

る
。

(
一
)
O
鷺

寄

忌

旨
§

。。
O
§
馨

ミ
§

勢

(国
邑

o
国
三
≦
偉
竃
o
』
刈
OO
～
一〇◎
O
一」
】
。

カ
。
ヨ
。。。
7
「5

い一◎。
S

a

b
ω
γ

妄
ミ
ぎ

き

讐

§

N
む

⇔ロ
§

織
§

'。。
爵

「
否

ヨ
で

く
o
旨
o。
b
a

管q。
.a

一『「
F
ま
い
h

(二
)
ゲ

ル

ハ
ル
下

・
エ
ー

ス
ト

ラ
イ

ヒ
著

『帝
国

国
制
と

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

国

家
体

系
一
参

照

(濁

ハ
ル
ト

ゥ
ン
グ
他

『伝
統
社

会
と

近
代

国
家
』
岩

波
書

店

所
収

)

(三
)
<
。。
一』

把
『。
旦

≦
.顕

りQ
馬ミ
§
ミ

匙

田
讐

融
§

O
§
§
q
、冨
馬
智

。ミ

⇔。§
荊

。。
、o
§

概
ミ

ミ
馬
卜
鳳、ミ
ミ

紀
㌘

ξ
ぐ
ミ
'
O
僧
ヨ
σ
二
£

ρ
一〇
ω
い
・
℃
b
O
謡
『
;
慧

色

=
①
。。o
ε
9

ぞ

ω
・い
司

(四
)

=
調
or
篤

恥ミ
§
h§

偽
魯
こ

蕎
、ぎ
嵩
ミ
§

。。
§

匙

§
、
さ
鳶
§
§

、§
恥
魯
、

藝

§
§

§

護

譜

、§
曹
§
～、§

さ
馬鑓
§

§

ミ
、
。。
達
§
ミ

。。罫

霞

自
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第
守
ミ
喜

§
b
oo
一メ
≦
惑

ミ
望

§
譜

切
攣
§

噂ω
島
旨

ヨ
で
く
oユ
縄

b
島

く
ψ
§

(五
)
「

ハ
ル
ト

ゥ

ン
グ
著

『ド
イ

ツ
国
制

史
』
成

瀬
治
訳

岩
波
書

店

三

三
七

ー
三
九
頁
参

照
。

(六
)

同
書

二
七

六
-
七

七
頁
参

照
。

(七
)
同
書

三

四
二
頁

。

(八
)

シ

ュ
タ
イ

ン
都

市
自
治

法

の
正
式
名
称

は
、
O
a
ロ§

。。
『密

。。冊冨

∋
島
。7
。

。。
匿
8
色
醇
ぎ

蚤

8
『
魯
ζ
8
磐
三
。
。
資
料
は
b
結
藝

硫
§

ぎ

藍
§
轟

く§

」
Q。
O
Q。
角
o×
雷
⊆
。。o。薗
σ
o
ヨ
一一
臣

昌
『穿

「量

o。
〈8

>
■困
「⑰
σ
のげ
9・
o拝
ω
P三
お
螢
二

F
困
o、言

「ゆ
鴇

に
よ

っ
た
。
シ

ュ
タ
イ

ン
都
市
自

治
法

に
於
る
市

民

の
政

治
参
加

の
政
治

史
的
意

義

に
就

い
て
は
村

上
淳

一

「
プ

ロ
イ
セ

ン
の
都
市

自
治

と

サ

ヴ

ィ
ー

ニ
ー
」

(村

上
淳

一
著

『ド
イ

ツ
の
近
代
法

学
一
東
京

大
学
出

版
会

所
牧
)

に
簡
明

に
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(九
)
=
o
o。♀
o,
oF
ψ
ま
P

(
一
〇
)
=
Φ
。。o
r
O
、§
ミ
鷺
ミ
§

§
、
、
》
§
同信
ミ
馬
§
砺
寄

暮
碕
o
§
、
さ

欝
ミ
零
ミ

§
職
硫
§

瀞ミ
葺
§
吻鼻
慧

§

Q
M§

き

墨

き

蚤

譜
窪

§
N尉
Qコ
慧

タ
G。
目
耳

帥ヨ
で

く
o
匿

。。
b
負
≦

一

玖

下

℃
夷

と

略

記

)
冒ゆ
一
〇。
刈

(
一

一
)

=
Φ
oq
o
一
●
<
ミ

苛
養

嵩
。。
§

職
守
ミ

≧
ミ

象
ミ

Q
ら
ミ

建
嵩
亀

Q
ミ

ミ

や

蓬
蛍

馬
鳶
o
蕊

籍

ミ
亀
奪
馬
茜

」
Q。
」
ミ
」
Q。
"さ

q
粛

a
き

蕊

守
§

唱
§

、
.≦
貯
§

ミ
§

§

き

=
m毎
9
謁
噂一〇圏

(以

下

≦
p
と
略
記

)
噛⑰刈
0
>
昌
ヨ
'

(
一
二
)
=
o
『
r
<
〇
二
〇
。。慧

oq。
ロ
βσ
Φ
「
刀
8
匿
。。
喜
=
o
ロo
℃
三
〇
一
c◎
一◎◎
-一
〇◎ω
一
'9

困
-

=
』
三
お
ト

切
ρ巳

(象
o
<
oユ
o㎝§

。。。。き
o冨
〇三

津
錦
O
■〈・O
ユ
o
の冨

ぎ

。。
「o◎
悼
ミ
P
い)

(以
下

O
「と

略
記

)
曽ω
.ミ
P

(
=

二
)

へ
ー
ゲ

ル

の
論

理
概

念

に
即
し

て
言
う

な
ら
、
「
市
民

」

に
於

て
は

、

特
殊
性

を
追
求

し
抽
象
的
権

利
を
実
現
す

る
活

動
と
内
面

の
普

遍
的
道
徳
性

と

が
完

全
に

一
致

す

る
こ
と
は
、
前

者
が
専

ら
目
的
と

さ
れ

て

い
る

が
故

に
、
偶

然
的

で
あ

る
に
過
ぎ

な

い
の
に
対
し

て
、
「公

民
」
に
於

て
は
、
普

遍
的

な
も

の
の
実

現
を
目

的
と
す

る
と

い
う
意

味

で
、
抽
象
的

権
利
と
普

遍
的
道

徳
性

と

の

一
致
-
人
倫

性
1

の
実
現
を

観

て

い
る
、
と
も

言

い
得

る
。

(
一
四
)
霧

刀
紹
8

>
昌
3

(
一
五
)
へ
ー
ゲ

ル
に
於

て
、
政

治
的

国
家
と

は

、
有
機

的

に
組

織
化

さ
れ
た

国

家

で
あ
り

、
君
主
権

、
執
行
権

、
立

法
権

か
ら
構

成
さ

れ
る
国
家

を

云
う
。

(
一
六
)
〈
¢q
ド
℃
ず
刀
⑰
Pω
一

(
【
七
)
く
o。
r
写

刀
ゆ
ゆP
ω
一～

(
[
八
)
O
腕
o。
.い◎◎
刈

(
一
九

V
自

治

乃

至

は
自

治

行

政

(
。。
o
一
σ
。・
言

。
「
≦
巴

ε

昌
。q
)
に
就

い

て
、

惣
§
碕
§

§

卸
7胡
騨
<
.色
o『
O
α器

甲
O
馨

=
。。魯
臥
窃

o
巳
oヨ
房
。。
麗冨

自o
「
刃
りく
α
≡
σ。

昌。
ロ
匿

冨
ぽ
8
コ
〉
⊆コ
お
ρ
男
曇

σロ
『。。ち
りo。
◎◎
己』
8
9

に
は

、
以

下

の
よ
う
な

記

述
が

観
ら

れ
る
。
「
Q。o
諺

欝
Φヨ

巴
g
冨
。。
と

い
・2
多
義

的
概
念

に
は
、
原

初
的

に

は

(
一
八
世

紀
終
り

及
び

一
九
世
紀

を
通

じ

て
)
、
純

粋

に
政

治
的
な

意
味

で

は
、
市

民

が
、
君
主

の
担

っ
て

い
た
国
家

行
政

(ω
要

<
。ヨ

巴
言
謁
)
の
遂
行

に

参
加

す
る

こ
と
、
更

に
は
、
名
誉

職
的

裁
判
官

達

の
参
加
す

る
許

で
、
行
政

裁

判
所

を
設

け
る

こ
と

に
参
加

す

る
こ
と
、

を
意

味
し

た
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Die Vermittlung von Burger and Staat

OGAWA Seiji

  Hegel unterscheidet in seiner Rechtsphilosophie >citoyen< von Burger. Jener hat das 

Interesse fur allgemeine Dinge and nimmt an deren Zustandekommen teil; dagegen strebt 

dieser nach seinen besonderen Interessen. Hegel ubernimmt mit diesem Unterschied , 
insbesondere mit der Darstellung des >citoyen<, eine Aufgabe seiner Zeit. Denn in 

Deutschland, das am Anfang des 19.Jahrhunderts in einer Zeit der Re-Organisation and 

Reformation von Staaten (od.Lander) stand, wares die dringende Aufgabe, eine V erbindung 

vom Staat and Individuen herzustellen. Hegels Auseinandersetzung nimmt sich die 

Bestimmungen der Selbstverwaltung von der preul3ischen Stadteordnung vom 19. Nov. 

1808 (namlich der Steinischen Stadteordnung) zum Vorbild. Durch die Selbstverwaltung 

bahnt die Stadteordnung den Weg zur Teilnahme an der Stadt-Verwaltung, and dadurch 

zielt sie darauf ab, im Burger ein Bewul3tsein von Nation hervorzurufen. 

  Hegels Plan ist, Individuen als Burger in einer Korporation an der Verwaltung teilnehmen 

zu lassen and diese Selbstverwaltung der Korporation unter Aufsicht der Verwaltung der 

Regierungsgewalt des Staates zu stellen. Dadurch wird nach Hegel in den Individuen der 

>Korporationsgeist< gebildet, der die Allgemeinheit in ihrer besonderen Tatigkeit (namlich 

ihrer Selbstverwaltung) entdeckt. Hegel denkt, daB in den Individuen, die Mitglieder einer 

Organisation der Selbstverwaltung im politischen Staat sind, der Patriotismus-das Zutrauen 

zu ihrem Staat- entwickelt wird, and dal3 dadurch der gauze Staat ein fester Organismus 

wird. Durch diese Orientierung der Individuen stellt Hegel >citoyen< als Teil einer >Nation< 

dar, die National-Stolz hat.

Ober die Vieldeutigkeit des Begriffs der Moglichkeit 
            bei Heidegger

Takeshi HASHIMOTO

  Heidegger sagt in seinem Hauptwerk Sein and Zeit, dal3 die Moglichkeit hoher als die 

Wirklichkeit steht. Dieser Gedanke, namlich der Vorrang der Moglichkeit vor der 

Wirklichkeit, ist der Grundstein, der Grundbegriffe wie,,Verstehen" ,Sorge" „Zeittichkeit" 
usw. tragt. Aber der Begriff „Moglichkeit" ist bei Heidegger , trotz seiner Wichtigkeit, 

nicht so klar and eindeutig bestimmt; dieser Begriff enthalt viele verschiedene Bedeutungen 

in sich. Heidegger erlegt diesem Begriffe die strikte Bedingung auf, dal3 Moglichkeit , 
ohne in Wirklichkeit verwandelt zu werden, als Moglichkeit ausgehalten werden muo . 

Meiner Ansicht nach kann diese Bedingung nur fur den existenzial-ontologischen 

Moglichkeitsbegriff gelten. Aber Heidegger wendet dieselbe Bedingung auch auf den 

existenziell-ontischen Moglichkeitsbegriff an, besonders auf den Umgang mit den Dingen. 

Dies hat die Schwierigkeit herbeigefiihrt, daB der Umgang mit den Dingen als 

Uneigentlichkeit betrachtet wird. 
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